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(図表1) 業種別求人のシェアの変動

（資料）労働書「職業安定業務統計」
（注）HPフィルターのλは1600。
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（図表 2）労働需要の全変動に占める恒久的要素のウエイト

(%)

全期間平均 76-84 85-90 91-98/Q1
平均 平均 平均

全体   32.36   25.09   29.84   42.47

サービス   52.00   48.41   47.43   60.22

建設   23.50   22.36   12.21   34.25

卸小売   33.67   22.85   44.81   37.88

運輸・通信   39.77   35.26   58.36   30.00

金融   42.48   33.91   42.62   53.01

農林・漁業   22.02   23.44   32.31   11.74

鉱業   28.32   22.55   30.30   33.83

電気・ガス   18.84   21.97   16.23   17.10

製造業   23.36   15.99   14.24   40.04

電気機器   23.26   23.21   14.86   30.28

一般機器   21.11   20.33   15.17   27.00

精密機器   21.18   11.42   26.14   29.19

輸送用機器   21.68   20.86   18.76   25.11

鉄鋼   24.03   20.69   23.57   28.56

非鉄金属   19.38   12.71   14.35   31.81

金属製品   26.33   23.51   16.90   37.65

化学工業   26.53   27.45   28.58   23.70

パルプ紙   28.82   24.45   20.46   41.15

窯業土石   36.41   32.09   31.82   45.57

繊維   43.77   42.48   37.74   50.37

衣服他繊維   40.03   31.79   27.15   60.92

木材木製品   25.68   36.23   8.73   26.62

家具装備品   35.13   34.96   22.40   45.88

ゴム製品   15.73   6.22   11.12   31.35

出版印刷   25.27   15.76   15.12   45.48

石油石炭   18.01   12.36   14.58   27.85

（資料）労働省「職業安定業務統計」

（注）1. 
abs

abs abs
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( )
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∆

∆ ∆+
により算出。

Δ ip : i産業の恒久的要素の変動（前期差）。Δ it : i産業の一時的要素の変動（前期差）。

2. 全体は、サービスから製造業までの各計数を求人数のウエイトと加重平均したもの。



（図表 3） 製造業と他業種の恒久的要素間の相関

76-84 85-90 91-98/Q1

サービス -0.56 0.12 -1.96

0.95 0.19 0.93

建設 0.95 -1.64 -1.91

0.53 0.67 0.92

金融 -2.13 -0.46 -5.68

0.90 0.33 0.96

卸・小売 4.12 -0.12 5.45

0.70 0.25 1.00

運輸・通信 4.07 0.24 -18.62

0.76 0.23 0.99

　　（注）上段は、製造業の労働需要（求人シェア）の恒久的要素を被説明変数とし、

その業種の恒久的要素を説明変数として、regression を行った場合の係

数。下段は決定係数。

（図表4）業種種別求人シェアの恒久的要素の乖離指標
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（図表5）　Granger-Causalityテスト

原因変数

結果変数 LDD UNEM GDP

LDD 1.525 0.140

UNEM 2.788 * 5.547 **

GDP 3.548 * 0.578

(注) ･ *は有意水準5%で有意であることを意味する。
　　･ **　　　　  1%
　  ･ 推計期間は77年Q1－98年Q1。
　  ･ ラグはAICによりすべて4期を選択。



（図表6）予測誤差の分散分解

（１）失業率 （２）GDP
(%) (%)

structural innovation to structural innovation to 
期先 UNEM GDP LDD 期先 UNEM GDP LDD

1 99.95 0.03 0.02 1 0.00 99.69 0.31
4 75.82 22.45 1.73 4 2.24 96.99 0.77
8 41.73 56.53 1.74 8 3.76 78.09 18.15
12 34.10 50.10 15.80 12 2.66 53.44 43.90
20 26.30 38.69 35.00 20 2.25 45.20 52.54
30 25.61 37.67 36.71 30 2.21 44.41 53.37

（図表7）

(1)失業率のインパルス応答関数
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(2)実質GDPのインパルス応答関数
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（図表8）

（1）失業率の歴史的要因分解

ベースフォーキャスト＋失業率の構造イノベーション
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（図表8）

（2）実質GDPの歴史的要因分解
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